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04　清水会グループ第11回合同事例研究発表会
05　平成27年度清水会グループ合同入職式／新任ドクター紹介
06　クローズアップ（さくら苑デイサービスセンター）／気になる症状
07　認知症サポーター養成講座（鶴見緑地苑）／レシピ紹介

表紙写真／イワウチワ（岩団扇）
撮影：山内康雄Dr.（鶴見緑地病院）

▼今回の特集は「清水会グループの40周年記念誌」を選びました。
昭和50年に創立された「ミズノ胃腸科・内科・外科診療所」に始まる清水会グ
ループの発展の足跡をご覧に頂ければと思います。
▼清水会グループ第11回合同事例研究発表会の開催。

「よりよいサービスの提供を目指して」の指針のもと、各施設でのさまざまな
事例を通して、介護の質を高めていく為に行っています。
▼レシピ紹介では旬の緑黄色野菜「スナップえんどう」を使った新じゃがスープ。
食物繊維・カリウム・ビタミンＣ等、栄養バランスの良い食材を使ったレシピと
なっていますので、ぜひ、お試しください。

●特別養護老人ホーム ／養護老人ホーム さくら苑
●さくら苑 デイサービスセンター太子橋
●ケアハウス鶴見緑地
●特別養護老人ホーム 城東こすもす苑
●特別養護老人ホーム 鶴見緑地苑
●サービス付き高齢者向け住宅 さくら
●介護付き有料老人ホーム 鶴見緑地

●鶴見緑地病院
●ミズノ胃腸科・内科・整形
●介護老人保健施設 おひさま園
●森小路清水会クリニック
●トム・ソーヤ 訪問看護ステーション
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ホームページ　http://www.seisuikai.net/  ホームページに求人詳細を掲載しています



福祉会の水野智志現理事長が、｢清水会グループ
40周年を迎えて｣と題して、それぞれ挨拶を
述べています。水野郁子理事長は、挨拶の中で、
ご両親の逝去に伴い、若くして後継の責任を背
負って立った苦労を通し、「若くして重責を担っ
たことは、苦労の連続ではありましたが、貴重な
経験をさせていただき、心の財を積ませていた
だいた、かけがえのない日々であったと実感し
ております」と述懐しています。
一方、水野智志理事長は、時代のニーズが施設完
結型から地域完結型へと、地域包括ケアの方向
性が加速している状況を踏まえて、｢医療福祉複
合体としての特性を生かし、地域医療、福祉に貢
献していきたいと考えています｣と抱負を述べ
ています。

周年史には、守口市医師会の生野弘道会長と伊佐
進一衆議院議員のお二人が祝辞を寄せています。
地域のニーズに応えていきたいとする｢前向きな
お二人に、地域も大きな期待を寄せています。お
二人を支える素晴らしいスタッフも、地域に
とってありがたい存在です。守口市医師会も、力
強い清水会の皆様に、心から拍手を送っています｣
(生野会長)、｢貴会がこれまで地域において果た
してきた役割や実績、そして40年間、脈々と受け
継がれてきた、地域への責任感や理念を考えれ
ば、貴会にこそ、そのリーダーシップを発揮して
もらわなければなりません｣(伊佐議員)とエール
を送っています。

ページは前後しますが、巻頭部分で医療法人 清
水会の水野郁子現理事長と社会福祉法人 清水

清水会グループの40年のあゆみは、創成期、発
展期、進展期、成長期、躍進期の五期に分けて、そ
れぞれの期を代表する出来事を中心に、発展の
足跡が描かれています。清水会の名前の由来や、
医療法人、社会福祉法人を取得し、施設を開設し
ていった時の苦労談等、改めて40年の歴史の秘
話に迫る内容となっています。

トップインタビューでは、水野郁子理事長と水野
智志理事長が、清水会グループの歴史と未来への
希望を熱く語っています。その中で、郁子理事長
が｢超高齢化社会を目前にして、法人としてはさ
らに質を高めて、さまざまなニーズに応えられる
力を養い、地域に貢献していきたい｣と語れば、智
志理事長も｢病病連携、病診連携はますます重要
度を増してきております。地域の方々からも、連
携施設からも信頼される病院、施設として成長す
るため努力していきたい｣と抱負を述べています。
｢地域貢献｣は、清水会グループの掲げる重要なテー
マですが、各施設が行っている具体的な地域貢
献運動が紹介されています。たとえば、職員有志
で結成されている｢海坊主 カリホ｣。地域のイベン
トや祭りに招かれ、沖縄民謡のエイサーを披露
し、好評を博しています。その他、ＡＥＤ講習会
の開催(おひさま園)、家族介護教室の開催(鶴見
緑地苑)、認知症サポーター養成講座(守口第6

地域包括支援センター)など、積極的に地域との
交流に取り組む姿が紹介されています。

｢私たちの清水会｣のページでは、医療法人 清水
会に属する鶴見緑地病院、ミズノ胃腸科・内科・
整形、介護老人保険施設おひさま園、森小路清水
会クリニック、トム・ソーヤ訪問看護ステーショ
ンの紹介、および社会福祉法人 清水福祉会の特
別養護老人ホームさくら苑、ケアハウス鶴見緑
地、さくら苑デイサービスセンター太子橋、特別
養護老人ホーム城東こすもす苑、特別養護老人
ホーム鶴見緑地苑、サービス付き高齢者向け住
宅さくら、介護付き有料老人ホーム鶴見緑地の
各施設が紹介されています。
以上簡単に記念誌の内容を紹介してきましたが
、清水会グループの歴史と伝統、その未来を知る
うえで、貴重な一書となっています。
なお、本記念誌は非売品となっていますが、ご希
望の方は各施設の窓口にお申し出いただければ
閲覧できます。

｢ミズノ胃腸科・内科・外科診療所｣を立ち上げた
のは、水野進・信子ご夫妻。地域医療に情熱を燃
やす二人は、拠点を旭区新森の地に定めました。
無床で、小さな待合室しかない診療所でしたが、
手厚い医療と温かな人柄によって、多くの患者
が来院、順調なスタートとなりました。
二人の“人となり”は、記念誌の「清水会が歩
み出した軌跡」の中で、水野進 医療法人 清水会初
代理事長、水野信子 同第二代理事長のヒストリー
として紹介されています。進理事長の場合、外国
航路の船医として、船員の健康維持に携わった体
験が、地域医療の「かかりつけ医」としての診療に
生かされたというエピソードを紹介しています。
また、信子理事長が医師を目指した理由が“男女
平等にものがいえる職業”にあったというのは興
味深い内容になっています。



緑地：事務長 早浪光さん)、｢旭区(大阪市)の介護
事業の現状と今後の法人戦略｣(鶴見緑地苑：施設
長 菊野和雄さん)の5人が発表に立ちました。
発表の後には、参加者との間で活発な質疑応答
もあり、充実した発表会となりました。
総評に立った社会福祉法人清水福祉会 水野智志
理事長は、それぞれの発表が日頃の着実な取り組
みを反映して、深い内容になっていたと評価した
うえで、それぞれの職場で、よりよいサービスの
提供に生かしていってほしいと挨拶しました。

第11回 医療法人清水会、社会福祉法人清水福祉会 ｢合同事例研究発表会｣が、2月14日午後、
｢旭さくら苑｣デイルームで行われました。
この発表会は、各施設でのさまざまな事例を通して、考察、工夫、取り組み、結果等を報告するもので、
今回は、第1部、第2部に分けて、熱心な研究発表が行われました。
第1部では、｢院内感染防止策の実施の検討～手
指消毒の現状～｣(鶴見緑地病院：薬局 豊島光男
さん)、｢身体拘束についての取り組み～一人の利
用者を通して～｣(おひさま園：看護部 宮本景子
さん)、｢開設11年目を迎えて～新しい試み～｣
(さくら苑：養護 森田ちえみさん)、｢看取りケア
～安らかな旅立ちに向けて～｣(ケアハウス鶴見
緑地：介護部 山地久美子さん)、｢介護記録につ
いて｣(城東こすもす苑：介護部 島田美香さん)、｢介
護職員の定着とキャリア段位制度｣(おひさま園：
事務長 澤田清さん)の6人が発表しました。
また第2部では、「外国人雇用について」(統括本
部：人事部 橋本孝之さん)、｢嚥下について｣(鶴見
緑地病院：リハビリ部 山田真一郎さん)、｢栄養ケ
ア・マネジメント～苑全体の栄養評価を通して～｣
(旭さくら苑：事務部 村上祐子さん)、｢有料老人ホ
ーム鶴見緑地の取り組み｣(有料老人ホーム鶴見

入職式では、冒頭、社会福祉法人清水福祉会の水
野智志理事長が挨拶、社会人としてのスタート
へのお祝いと励ましの言葉を述べました(要旨
別掲)。続いて新入職員一人ひとりに理事長から
辞令が交付されました。
入職者自己紹介では、氏名、出身校と、｢信頼され
る介護職員を目指します｣等、一言抱負を述べて
いました。各施設の幹部職員の紹介と、一言ずつ
激励の言葉があって、入職式は滞りなく終了し
ました。

患者さんの気持ちに寄り添った治療を
全く医療とは縁のない家で育ち、幼少期はケーキ屋さ
んやパン屋さんになりたいと言っていたようです。
しかし、一足先に医師への道を志した姉から強い影
響を受けて、少し遠回りはしましたが同じ職業に就
くことができました。

「自分のできる範囲で人の助けになりたい」という
当初の目標は何とか達成できているのか、自問自答
しながら仕事をしています。多忙になるとつい疎か
にしがちですが、理論や理屈だけで病気をとらえず
に、患者さんの気持ちに寄り添った治療を行えるよ
うに心掛けていきたいと思います。気になることが
あれば、遠慮なく何でも聞いてみてください。

＜理事長挨拶＞
入職おめでとうございます。今日から皆さんは社
会人の一員です。配属になる“施設や病院の顔”と
して、入所者さまや利用者さまと接することに
なります。まずその自覚を持ってください。
介護や医療に携わる仕事に就かれる皆さんは、
人のためになれる、生きがいのある仕事を選択
されたわけです。一日も早く仕事に慣れて、利用
者さまから信頼され、安心を与えられる人に成
長されることを心から期待しています。

4月１日、清水会グループの合同入職式が、さくら苑の地域交流スペースで厳粛に行われ、黒のスー
ツ姿の初々しい男女新入職員が緊張した面持ちで臨んでいました。
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今回は春野菜の栄養満点のスープをご紹介します。
スナップえんどうは、4月から6月が旬の緑黄色野菜で、
豆が熟してもさやが固くならず、さやごと食べられ食物
繊維もしっかりとれます。
じゃがいもは春と秋が旬で、一般的に春に収穫された
ものを『新じゃが』と呼びます。どちらの野菜も、カリウ
ム、ビタミンC、食物繊維などを多く含む栄養バランス
の良い食材です。また、カリウムの多い果物や生野菜を
十分に取ることで、ナトリウムの体外への排泄を促し、
高血圧の予防に効果があります。
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       世界的にみて日本人は薬と生命保険が大好きです。湿布剤も例外でなく全
世界での消費量の4割は日本です。海外に目をむけると、フランスや東南アジア
では湿布剤というものが存在しません。つまり誰も使わない。米国では薬局でよ
く探せば見つけることができますが、主成分はメントールであり製薬剤という
より単なる皮膚冷却剤です。一方日本ではいろいろな製薬会社からたくさんの
湿布剤が発売されており、その一部は保険薬に認定されています。
では日本の湿布剤は医学的にどのようにして効くのでしょうか。ー
最新の湿布剤の主成分はロキソニンなどの非ステロイド系消炎鎮痛剤であり、
これが皮膚から吸収されます。血中濃度の上昇はわずかで、錠剤を服用した時の
ような身体のいろいろな部位の疼痛には効果がありません。吸収された主成分
が直接皮下を浸透し疼痛のある部位まで到達し効果が出ます。
ではどれぐらい深くまで到達するのでしょうか。ー
皮下脂肪層とその下の筋肉の表面までです。すなわち膝に貼っても関節内にはと
どきません。腰に貼っても腰椎周囲の組織までとどきません。変形性関節症や椎
間板ヘルニアで効果があるのは、本人が効いていると思い込んでいるからです。
打撲や筋肉痛には効果が期待できます。肥満体の人は皮下脂肪層が厚いため効
果薄です。以上の事を理解し湿布剤を使用しましょう。


